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ション協会 

○サクラクレパス 

○サンスター文具 
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○大栗紙工株式会社 ○できるびより 
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○クツワ株式会社 ○ミドリ 

○くもん出版 ○ユニーク エデュケーション プランニング 

○コクヨ株式会社  

（写真は、各企業から許可を頂いた上で、掲載しています。） 

 

 

https://hattatsu.go.jp/
https://www.nise.go.jp/nc/report_material/research_results_publications/leaf_series
https://www.nise.go.jp/nc/report_material/research_results_publications/leaf_series
https://www.nise.go.jp/nc/news/2020/page_20200713044744
https://mext-curriculum-gov.note.jp/

	子どもの成長を支える
	子どもの成長過程と生じやすいつまずきや困難さを知る
	切れ目ない支援体制づくり
	子どもの成長過程
	子どもの成長過程
	チームとしての体制づくり
	校内支援体制づくりにおける役割
	校種による違いを知る
	１年間の流れ：校種別及び役割別
	小学校
	中学校
	高等学校
	校長の役割
	特別支援教育コーディネーターの役割
	学級（ホームルーム）担任の役割
	誰一人取り残さない学校づくり
	関連する通知等
	学校経営
	校長先生の声
	「校内支援体制をより機能させるために必要なこと」
	「特別支援教育の視点に立った学級経営や子ども理解を深めるために必要なこと」
	校内委員会の役割
	校内委員会の時期・内容・流れ（例）
	校内委員会
	校内委員会の構成
	校内研修の企画・立案
	ケース会議の開催
	就学・進学等
	連携の重要性
	連携ツール
	連携する相手（関わる主体）
	連携
	教職員間の連携の重要性
	連携ツール
	年度始めの連携
	教職員間の連携
	学期ごとの連携
	年度末の連携
	随時行う連携
	発達障害ナビポータル
	保護者との連携の重要性
	連携ツール
	保護者との連携
	保護者との連携場面
	学校間の連携の重要性
	連携ツール
	学校間の連携
	学校間の連携場面
	小学校就学時（幼稚園・保育園等から小学校等へ）
	中学校進学時（小学校から中学校等へ）
	高等学校進学時（中学校から高等学校等へ）
	高等学校卒業時（高等学校等から進学・就労先へ）
	関係機関との連携の重要性
	連携ツール
	教育機関等との連携場面
	関係機関との連携
	保健・医療・福祉との連携場面
	労働機関との連携場面
	関係機関・専門スタッフの役割
	NISE「特別支援教育リーフ」
	「生徒指導リーフS」
	個別の教育支援計画及び個別の指導計画とは
	個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成の流れ
	個別の教育支援計画及び個別の指導計画
	個別の教育支援計画及び個別の指導計画の活用場面
	個別の教育支援計画及び個別の指導計画の引継ぎ
	集団づくりと個に応じた指導・支援
	集団づくりと個に応じた指導・支援
	教室の中にある多様性
	重層的な指導・支援
	指導・支援の考え方
	子どもの言動の捉え方
	特別支援教育の視点に立った「個別最適な学び」
	個に応じた学びのスタイル
	子どもの学びのスタイルと教師の学びのスタイル
	段階的な支援で「自分でできる力」に変える
	「苦手さを補う」＋「強みを生かす」＋「力を伸ばす」
	「どれか」ではなく「全部」
	学級（ホームルーム）経営の充実と子どもの発達を支える指導の充実
	学級（ホームルーム）経営におけるルールの視点
	学級（ホームルーム）経営
	学級（ホームルーム）経営におけるリレーションの視点
	「ボトムアップ」と「トップダウン」
	比重の変化
	特別な教育的ニーズのある子どもの学習評価の考え方
	特別支援教育の視点からの学習評価のポイント
	学習評価
	多様な評価方法の例
	テストや定期考査等における合理的配慮
	個別最適な学びの視点からの自己評価「自ら学習を調整する」
	困難さの背景と支援方法
	困難さの背景及び実態例と支援方法
	場面かん黙とは
	基本的な対応
	Ｃ　ポイントを絞った指示を出す
	Ａ　活動の流れや指示内容を、視覚的かつ簡潔に示す
	D　分かりやすい言葉を使って、言い換える
	Ｂ　音声文字変換機能を使う
	Ａ　コミュニケーション支援アプリを使う
	Ｂ　話型を示す
	Ｄ　促音や長音を、手の動きと関連付けながら話すようにする
	Ｃ　発表や話合いの流れを示す
	Ｅ　声の大きさを数値化しながら練習する
	Ｂ　読み上げ機能を使う
	Ａ　デジタル教科書や音声教材を使う
	D　読みやすいレイアウトにする
	Ｃ　五十音表やカードを使った言葉遊びをする
	Ｅ　手をたたいてリズムを取りながら読む
	Ｆ　リーディングトラッカーを使う
	Ｂ　音声文字変換機能を使う
	Ａ　アプリやデジタルワークシートなどを活用し、タブレット端末上でノートをまとめる
	Ｃ　促音や長音を動作化して覚える
	Ｅ　文字の形への注目を促す
	D　書きやすいノートやワークシートなどを使う
	Ｇ　姿勢保持の補助具を使う
	Ｆ　補助具を使う
	Ｂ　分かりやすくなるようワークシートを工夫する
	Ａ　ヒントカードを使う
	Ｃ　計算物差しを使う
	D　計算記号の意味理解を助ける、動画教材等を使う
	Ｅ　位取りがしやすいよう、補助線を引いたり補助具を使ったりする
	Ａ　視覚的に分かりやすくなるよう、図を示す
	Ｃ　実物や具体物を使って、操作や体験を加える
	Ｂ　ヒントカードを使う
	Ｅ　関係性を読み取るポイントを示す
	Ｄ　動画教材やアプリを使う
	例：化学分解（炭酸水素ナトリウムの加熱）
	Ａ　動画を使う
	Ｂ　動きやリズムを言葉で説明する
	Ｄ　補助具を使う
	Ｃ　動きを分解し、スモールステップで練習する
	Ａ　使いやすい道具を使う
	Ｂ　デジタル教材を使う
	Ｃ　課題の提示方法を工夫する
	「ユニバーサルデザイン」と「インクルーシブデザイン」

	Ａ　設定した目標を達成したときや約束を守れたときに、シールを貼るなど、視覚的に成果を示す
	Ｂ　することやルールを視覚的に示す
	Ｃ　タイマーやタイムタイマーを使用し、時間を可視化する
	D　身だしなみの重要性を説明する
	Ｂ　片付けボックスを用意する
	Ａ　片付ける場所や整頓方法を決め、写真やイラストを用いたり、色分けをしたりして示す
	Ｃ　スモールステップで課題を設定する
	Ｂ　ルールを設定する
	Ａ　触ったり握ったりしてもよい物やセンサリーツールを使う
	Ｃ　今、何をする時間かを明確に示す
	Ａ　コミュニケーションを促進するために、協力してクリアするゲームを行う
	Ｂ　ゲームをする際、全員が楽しめるように特別ルールを設定する
	Ｃ　うまくいかなかった場面のケースカードを作成し、振り返りを行うとともに、今後に生かすためのカードとして使う
	Ｅ　感情カードや表情カードを使って、自分の気持ちを表現する
	D　関係図を描き、起こった出来事や自分の気持ちを確認しながら、相手の考えや気持ちなどを説明する
	Ｆ　他者の気持ちを理解するためのソーシャルスキルトレーニングを行う
	Ｂ　視覚的に確認できるよう、予定黒板にスケジュールや変更を書き加え、変更理由を説明したり、変更後の具体的な行動を示したりする
	Ａ　個別のクールダウンスペースを作ったり、落ち着ける道具（グッズ）を使ったりする
	使いやすい文房具：鉛筆・ペン
	特性に応じた支援グッズ
	吃音とは
	基本的な対応
	東京大学先端科学技術研究センター　ＬＥＡＲＮ　　　「魔法のキャラバン」
	参考文献・引用文献

